
2025年度 通常総会 会次第

1.開会の辞

2.理事長挨拶

3.定足数確認

4.議長選出

5.議事録作成者及び署名人の選任

6.議案審議

7.新利用決定委員選任の件
8.閉会の辞

第1号議案　2024年度 活動報告の件

第2号議案　2024年度 決算報告書及び監査報告書承認の件

第3号議案　2025年度 事業計画書案承認の件

第4号議案　2025年度 予算書案承認の件

第5号議案　資産の総額の確認に関する件

第6号議案　役員選任

カクイックス交流センター
東館4F 小研修室

Wi-fi ： WXHM_N3207c4ae
pass ： 0b2e07999301f



定足数確認

正会員総数

48名

定足数

16名

出席者

10名

委任状

29名

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

假屋 智広

坂口 松平

町 かおり

直井 圭介

有馬 利洋

石黒 浩二

廣野 千佳

山本 豪太

木下 精子

竹中 寛子

靍 真一郎

上野 牧門

山下泰彦

天羽 浩一

鶴田 啓洋

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

江之口 博行

芝田 淳

山川 伯明

上江川 直子

加藤 久佳

小林 浩隆

立山 裕子

小松尾 ひで子

三角 悦久

新川 昇一郞

溝延 祐樹

梅垣 晃一

幾留 郁子

河原 晶子

廣野 拓

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

西田 鉄心

元 佑也

宇都宮 孝久

定岡 雅文

染河 敏幸

髙木 幸一郎

山田 一貴

浜辺 恵里香

田中 孝史

須藤 奈津子

前木場 弘枝

小松 明子

個人正会員

1

2

3

4

5

6

社会福祉法人落穂会

司法書士法人中央ライズアクロス

医療法人慈和会大口病院

医療法人 名心会 吉野病院

株式会社マシューズ

株式会社アパートナー鹿児島支店

団体正会員
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理事長 挨拶

住まいとつながりをすべての人に
やどかりプラスのとしての再出発。

2024年8月13日、居住支援法人であるやどかりサポート鹿児島と身寄り問題の解決に
取り組んできたつながる鹿児島が合併し、NPO法人やどかりプラスが誕生しました。
やどかりサポート鹿児島の設立から17年、我々は新たなスタートを切りました。
居住支援においては、改正住宅セーフティネット法の施行が今年の10月1日。
居住サポート住宅の誕生等、居住支援法人への期待が高まっています。
身寄り問題においては、国の検討会議において「新日自」という大きな方向性が示され
ました。いずれの施策の展開も今後のやどかりプラスの命運を左右するものであり、
様々な新規事業の立ち上げが考えられます。
そうした環境の中、足元でも着実な変化が生まれています。
毎月理事会及び定例経営会議を開催し、理事のみなさまにも積極的に事業へ参画いただく
ようになりました。事務局においては「ガバナンス強化委員会」を設置し、基礎の基礎から
事務局体制の再構築を図っています。
「当事者主体の居住支援」の象徴であるピアサポーターの活動も活発化し、8名の当事者が
参画しています。事業と体制。いずれの発展・進展も欠かせない状況で、私も事務局員も
息の抜けない日々が続きますが、当事者の方々とともに「住まいとつながりをすべての人に」
提供できる社会を目指して進んでいきたいと思います。
引き続きの応援を心よりお願い申し上げます。

NPO法人 やどかりプラス

理事長 J u n  S h i b a t a芝田 淳
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地域ふくし連帯保証
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地域ふくし連帯保証
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 「地域ふくし連帯保証」はやどかりプラスの主要事業で、精神病院に長期入院し
ている人たちが退院し地域で暮らせることを目的に始められました。
連帯保証事業には家賃滞納や孤独死など様々な補償事故のリスクがありますが、
訪問介護や病院など、利用者に定期的に接触する人に“支援者”になってもらう事
で、利用者の状態を把握し、保証リスクを抑える仕組みです。
現在は身寄りがなく居住困難に陥っている人たちの連帯保証も一定数引き受け
ています。

■ 概要 ■地域ふくし連帯保証 利用者数

【男女別】

【男女別】 【年代別】

【年代別】

※2025年3月末時点

412
（人）

118

294

■男性　■女性

■利用者の属性 ※2025年3月末時点

■男性　■女性

約28.6％

約71.4％

20代
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40代
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79

112

33
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やどかりプラス

利用者
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利 用
申し込み

連帯保証（人）
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■新規利用者数

【男女別】 【年代別】

※2025年3月末時点

57
（人）

10

47

■男性　■女性 ■相談実績 ※2025年3月末時点

■住宅確保実績 ※2025年3月末時点

【市内外別（受付日数：242日）】

■新規利用者の属性 ※2025年3月末時点

約17.6％

約82.4％
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【男女別（受付日数：242日）】 【年度別推移】
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■利用廃止人数

【男女別】 【年代別】

※2025年3月末時点

61
（人）

43

18

■男性　■女性 ■支援者の有無 ※2025年3月末時点

【全体】 【新規利用者】

■あり
■なし

2022年度

412 233

約56.6％

179

約43.4％

（人）

■あり
■なし

57
21

約36.8％

36

約63.2％

（人）

【男女別】

■利用廃止理由 ※2025年3月末時点

約70.5％

約29.5％
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【男女別】 【代位弁済額（16件）】■男性　■女性
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合計  2,598,835 ／ 回収（保険） 1,000,000 ／ 差引  1,598,835

性別

男性

女性

男性

男性

男性

男性

男性

男性

理　由

逮　捕

死　亡

孤独死

失　踪

転　居

転　居

孤独死
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金額（円）
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52,600

約34.4％
全体の

【年代別】

153
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125人

（人）
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約20.3％
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In t roduct ion

2024年度は3回目の採択となるWAM助成事業、中央共同募金会 赤い羽根

の助成、一般財団法人ハウジングアンドコミュニティ財団の助成事業を採

択し、それぞれ課題解決に向けた活動に取り組みました。

あらゆる課題に対して、当事者主体のコミュニティにより解決に向けて取

り組んでいくことをベースにした活動。

コミュニティの在り方、NPOの在り方、様々な考え方がある中、このテーマ

にチャレンジし続けてきました。今後も、この活動に磨きをかけつつ、継続

させていきたいと思います。

ー2024年度 採択した3つの助成事業ー

『 当 事 者 主 体 』
3つの助成事業に共通する大きなテーマ

〈 現状の議論 〉 〈 目指すべき将来 〉

高齢者支援者や事業者

契 

約

利用者 利用者 利用者 利用者

支 

援
契 

約
支 

援
契 

約
支 

援
契 

約
支 

援

行政・社協・企業・NPO法人等の機関

新たな共同体

利用者 利用者 利用者 リーダー

信 用
を
担 保

発
想
の
転
換

支  

援
支  

援
支  

援
市民後見人

支えあいを
支える 信頼を担保

「支えあい」は地域づくりの「目標」ではなく、地域づくりの「前提」「基盤」に。

コミュニティの形成を目的とせず、コミュニティを手段、あるいは存在することを前提とし
コミュニティの働きや力によって、支援を必要とする方々の個々のニーズを

充足するとともに、地域課題の解決を目指す課題解決アプローチ。

〈 コミュニティアプローチ 〉

〈 孤独死ゼロアクション 〉

孤独死
ZERO
Action

人と人の「つながり」の力で孤独死をゼロにすることを目指
しています。困ったときに「助けて」と、お互いに声をあげら
れる「つながり」づくりを行っています。
「孤独死ゼロアクション」は「当事者主体の居住支援 やどか
りライフ」の延長線上にあり、当事者の方々を中心・主体とし
た取り組みです。
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当事者主体の居住支援から
『コミュニティのしごと』を起こす事業

02
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物価高騰の影響による生活困窮者・コロナ禍による失業者・DV被害者等「そ

の日の屋根」が必要な人に対して安心して過ごすことのできる場所であり

安定した地域生活の再構築を目指すためのステップであるシェルターを提

供するとともに、当該事業を、居住に困難を抱えるという経験をした当事者

が主体となって、無償ボランティア・有償ボランティア・アルバイト等の多

層的な関わりが可能な形態で運営することにより、当事者が地域に参加し

役割・居場所・つながりを得て、自律的な互助関係を構築するとともに、互助

関係を基盤としつつ協同し『コミュニティのしごと』を生み出し、当事者が

主体となってこれを遂行していく仕組みを構築する事業。

　　価高騰の影響の中、目的が限
定されない無料のシェルター、す
なわち属性に関わらず誰にでも
提供可能な「その日の屋根」を運
営することにより、誰もが安心し
て過ごすことのできる場所及び
地域生活を再構築することので
きるステップを提供することを
目的とし、個室シェルターを3戸
運営しました。

当事者主体の居住支援から
『コミュニティのしごと』を起こす事業

活 動 内 容
①無料シェルターの運営
③『コミュニティのしごと』づくり検討委員会
⑤シンポジウムの開催

②『コミュニティのしごと』による支援
④『コミュニティのしごと』に関する視察

■ 概要 ①無料シェルターの運営

物

【シェルター①】 【シェルター②】 【シェルター③】

【シェルター①】

場　所 鹿児島市中心部から車で約10分

シェルター①については、主にDV・虐待被害者を対象とする。
当事者主体のシェルター運営ではなく、専門職対応を主とする。

鹿児島市中心部から車で約20分 鹿児島市中心部から車で約10分

間取り 1R（洋室8畳） 1K（和室6畳） 1R（洋室6畳）

広　さ 25.00㎡ 16.38㎡ 20.00m²

設　備 バス・トイレ別／ベランダあり バス・トイレ別／ベランダあり バス・トイレ別／ベランダあり

家　電

特　徴

冷蔵庫・洗濯機・電子レンジ・炊飯器・テレビ・掃除機・WIFI設備を完備し、
入居時からすぐに生活できるようにしている。

・利用料は無料で、手持ちがなくても入居が可能。
・火気厳禁のためガスコンロは設置していない。
・消耗品などの生活必需品を設置し、身一つで入居に至っても受入れが可能な環境を整備している。

【シェルター②】 【シェルター③】

運営期間

備　考

2024年4月1日～2025年3月31日
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■シェルター利用実績 （一例） ■シェルター利用者 ※2025年3月末時点 ■男性　■女性

【男女別】

27
（人）

4

23

約14.8％
約85.2％

【年代別】

【属性別】 【滞在期間】

20代

5

5

5

5

5

3

40代 50代 60代 70代

3

3

30代

2

2 2
0

（人）

2

4

6

8

10

7

6

1

最 多
50代

年  代

20代 男  性 知的障がい者 不動産事業者 確  保家賃滞納により退去するよう言われ、
行くところがない。

40代 女  性 ホームレス生活者 本人より直接問合せ 確  保他民間シェルターを利用していたが、
退去を要請され行くところがない。

40代 女  性 ホームレス生活者 福祉事務所 確  保車上生活を一緒にしていたパートナーと
別れたため、ホームレス状態となった。

60代 男  性 ホームレス生活者 福祉事務所 確  保
仕事を探すため他県より鹿児島に来て
カプセルホテルに宿泊していたが、お金を
取られてしまったため生活保護を申請。

20代 男 性2名
（父・息子） DV被害者 福祉事務所 不  明

配偶者からのDVにより他県より息子と
避難してきた。
実家に身を寄せるも出ていくよう言われ
行くところがない。

30代 男  性 精神障がい者 相談支援事業所 確  保
隣人の騒音により夜間全く眠れない。
転居先は決まっているが、転居できるまで
シェルターを利用したい。

50代 女  性 虐待被害者 他市町村福祉事務所 自宅へ
帰宅

留置所より出てくる親族から逃げる必要が
あるため、避難したい。

性  別 属  性 初回の相談先 利用に至った経緯 住居確保

ホームレス生活者

虐待被害者

DV被害者

知的障がい者

精神障がい者

0 5 10 15 20 25

22

22

11

11

11

319

約81.5％
全体の

1週間以内

1週間～2週間

2週間～3週間

3週間～4週間

4週間以上

0 5 10 15 20 25

3

109

0

76 1

76 1

2

約37.0％
全体の

1

1
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②『コミュニティのしごと』による支援
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　 ェルター利用者の支援に居住困難に陥った
経験のある当事者が主体的に参加することに
より、双方が地域に、居場所・つながり・役割を
得られるようにすることを目的とし、ピアサ
ポーターが無償ボランティア・有償ボランティ
アで、シェルター利用者を含む地域で困難を抱
えた方に『コミュニティのしごと』として支援
を行いました。

シ この事業の実施をとおして、当事者主体の居住
支援をファシリテート可能な人材が育成され
てきており、ピアサポーターが定期的にミー
ティングを行うなど組織化されてきました。
ピアサポーターを中心に支えあいの「見本」が提
示されることで、ピアサポーター以外にも支え
あい助けあいが広がり、その質も向上しました。

同じマンション内で、
車椅子生活をサポート。

Mさん（56歳）〈車椅子〉 〈金銭管理〉
・貯金があり、生活保護は受けていない。
・耳が遠く、会話がままならない。理解能力にも難あり。
・他人に相談するのが苦手で自分で
  解決しようとする性格。

① 相談支援専門員に相談し、福祉用具を設置
　 しました。
② 就労支援B型への通所を開始し、やりがいを
　 感じて働けているとのことです。
③ マンション内では、玄関の出入りなど、
　 苦労されることもあるので気がついた方が
　 サポートをしています。

Profile

case1
統合失調症の方のくらしを
継続的にサポート。

Sさん（68歳）〈統合失調症〉 〈生活保護〉 〈金銭管理〉
・部屋が汚れている。
・意味のわからない発言もあるが、基本的にはこちらの
  言うことは聞いてくれる。

Profile

case2

① 部屋が汚く、虫が大量に発生していて、近所か
　 らのクレームがあり、虫の駆除を行いました。
② ある時、トイレで倒れて肋骨を骨折し、
　 入院となりました。
③ 入院後、トイレの水漏れ修理を業者に手配、
　 部屋の掃除も行いました。
④ 退院後にホームに入れるよう精神科で治療
　 をしています。

ちょっとした「気づき」、「気づかい」が
ピンチを回避する支えにつながっています。

少し疲れた様子で立っている高齢の利用者を
マンションの階段で見つけた。
そのまま、近くの病院に連れて行ったところ、
熱中症で入院となった。

体調不良と骨折で食事を摂るのも辛い状況なのに
一人でなんとか暮らしていた。ちょうど65歳を
迎えたところだったので、認定調査を受けて、
介護サービスを受けるよう提案した。

近所の道路で自転車を押しながら転倒した方を
発見。体を起こして原因を確認したところ、
睡眠導入剤を飲んで出歩いていたとのことで、
ケアマネージャーに連絡して本人に注意した。

いつも居場所サロンにきていたのに、ある時
来なくなったので、LINEを送ってみたところ、
精神的に落ち込んでいて行けなかったとのことで
LINEでの相談に応じ続けた。
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住居トラブルを起こし退去。
シェルターを利用し、
その後の転居をサポート。

case3

Yさん（63歳）〈精神障がい者〉 〈生活保護〉
・インターホンが鳴っても出ない。
・ポストに郵便物が溜まっている。
・マイペースに行動する。

Profile

① Yさんの住むマンションのオーナーから、
　「下の階に漏水を起こしている。」
　 「何度も訪ねていて、中に居る様子ではあるが、
　 まったく出てこない。と事務所に連絡が
　 ありました。

② 後日、オーナー、管理会社、水道工事会社の
　 方々とともに、訪問しました。
　 インターホンを鳴らしても出てこず、
　 オーナーが鍵を開けて入室し、部屋の状況を
　 確認しところ、キッチンの床が水びたしに
　 なっていましたが、本人はそのまま生活して
　 いました。

③ 部屋は散らかっており、ゴミは分別された
　 状態ではあるものの、捨てられずに山積みに
　 なっていました。
　 Yさんの行動による苦情が、マンション住人
　 から多々あり、完全に孤立している状態でし
　 た。その後、訪問を重ね、今後のことを継続的
　 に話し続けました。保護課の担当者が何度も
　 訪問しても、3年以上会えておらず困っている
　 ことや、このままでは住む場所がなくなって
　 しまうことなど・・・。

⑤ シェルター入居後も、
　 訪問を繰り返して、
　 生活の様子を確認し
　 ながら、保護課の方や、
　 保健支援課の方にも
　 来ていただき、今後に
　 ついて話し合いました。

⑦ 引越し先が決まり、トランクルームから
　 荷物を運び入れて、転居することができ
　 ました。

④ まずは退去せざるを得ないので、Yさんには
　 シェルターに入居していただき、その間に
　 部屋のゴミを片付け、家電や生活用品を、
　 トランクルームに運び入れました。

⑥ 障害者手帳の更新を5年前から放置しており、
　 まずはその再交付のために、通院をスタート
　 する必要がありました。

⑧ 転居後も、月に1回、病院同行し、相談員、
　 主治医との話を続けた上で、障害者手帳の
　 申請手続きを依頼しました。

⑨ 障害者手帳ができた後、相談支援専門員の
　 方に経緯を伝え、訪問看護をお願いしまし
　 た。今後、就労継続支援B型へ通所できる
　 よう手続き・支援を依頼しています。

最初は話があまり通じず、ちゃんとサ
ポートできるか不安でしたが、徐々に
Yさんの言動がわかってくると、会話
の中に笑いが生まれてきて、楽しく
なってきました。まだ孤立状態を解消
したわけではないので、今後は地域生
活に馴染んでもらえるようサポート
していきたいと思います。

～ピアサポーター コメント～



■どのような『コミュニティのしごと』が行われているか

■様々な意見をもとに、『コミュニティのしごと』を分類

WAM助成事業

③『コミュニティのしごと』づくり検討委員会

　　   寄り』がない人たちの互助会の設立から8
年、やどかりライフ事業の開始から5年。当事者
の活動は年々広がり、躍動を見せています。
当初「え？そんなこともしているの？」と驚い
た入退院支援は、いまや「やどかりライフ」の日
常となっており、福祉へのつなぎといった専門
性を要する支援も当事者が中心となっていま
す。困難な事案ほど、当事者の力を活かすように

しつつ対処しています。
当事者たちがやっていることはすべて『コミュ
ニティのしごと』と定義できるのではないかと
考え、『コミュニティのしごと』に関する共通意
識を醸成し、当該共通意識をもって地域全体に
対して活動を発信して、地域の困りごとの解決
に資する活動を行うことを目的とし、委員会を
全8回実施しました。
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『身

日　時

6月27日

7月25日

8月23日

10月10日

11月11日

12月21日

1月19日

3月28日

7名

6名

7名

8名

4名

5名

5名

5名

 居場所サロン
（オンライン開催併用）

『コミュニティのしごと』とはなにか、前提の確認

「組合」の可能性について大阪大学人間科学研究科の
近藤準教授からの説明

「暮らしづくりネットワーク北芝」への視察振り返り

北芝の運営方法を参考に、やどかりにおける『コミュニティ
のしごと』の賃金や達成の可能性について考える
シンポジウムにおける『コミュニティのしごと』の
発表について①
シンポジウムにおける『コミュニティのしごと』の
発表について②
コミュニティのしごと作り検討委員会の
報告書とりまとめについて

『コミュニティのしごと』に対する
前回の議論の確認と、定義の再検討

場　所 内　容 参加人数
Ａ：なかまのケアに関するしごと B：コミュニティの維持・管理に関するしごと

C：コミュニティの価値の向上に資するしごと D：コミュニティをまとめるしごと

Ａ-1：気にかける，いっしょにいる、会話、食事、交流
Ａ-2：ことづけ
Ａ-3：同行支援
Ａ-4：買物支援
Ａ-5：通院支援・入退院支援
Ａ-6：福祉サービスへのつなぎ支援
Ａ-7：意思決定の支援（いっしょに考える）

Ｂ-1：気にかける，いっしょにいる、会話、食事、交流
Ｂ-2：ことづけ
Ｂ-3：（定期的な）サロンの開催
Ｂ-4：（非定期的な、特別な）イベントの開催
Ｂ-5：（物理的な場としての）サロンの清掃等管理
Ｂ-6：名簿の作成、管理等
Ｂ-7：会費の徴収、管理等

C-1：コミュニティやサロンに素敵な名称を付ける
C-2：集会所の花壇に花を植える
C-3：だれかの誕生日をみなで祝う
C-4：だれかの初盆にみなで弔う

D-1：「まとめ役」「顔役」
D-2：「情報通」「常連」「古株」
D-3：「〇〇に聞けばだいたいわかる」
　　 「ここへ行けばだいたいわかる」
D-4：マネジメント（全体のデザイン、スケジュールの
　　 管理、ある意味での人事・労務）

シェルター運営 通院支援・入退院支援 掃除・大掃除 アウトリーチ

居場所サロンの運営 料理会等イベント 見守り、見守りあい 福祉へのつなぎ
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課　題
『コミュニティのしごと』にはどうしても
無償のものと有償のものが混在するが、
無償と有償の線引きが明確でない。

・「手間賃」という捉え方
・完成、達成、責任、保証が「賃金」
・可能な範囲で関わることができる
・最後までやらなくていい
・失敗と評価しない枠組みが必要

参加者全体で意識を共有していく。
常に議論を継続していく。

議論の
成　果

これから

　　々 な議論を経て『コミュニティのしごと』と
はなんなのか？私たちは次のように理解して
います。あくまでとりあえずの理解ではありま
すが、ここからまた、先へと進んでいくことと

し、そのための道標として、『コミュニティのし
ごと』に関する現段階における理解を示してお
きたいと思います。

様

■『コミュニティのしごと』を推進していくうえでなにが課題となっているのか？ ■『コミュニティのしごと』　現段階における理解

① 無償と有償

課　題
ボランティアでケアをする関係になる
には時間がかかる。
「ご近所さん」になる必要がある。

最前線で活躍するピアサポーターの
間では共通認識が醸成された。

ピアサポーターの間で醸成された
共通認識を他の参加者、職員、理事らが
共有していく。
「利用者、支援者」といった呼称の変更を
検討する。

議論の
成　果

これから

② つながるまでの時間や手間

課　題
福祉サービスへの「つなぎ」はつなぐだけ
では終わらない。持続可能なのか？特に
無償で持続可能なのか？

こうした課題の発見自体が成果。

事例を積み重ね、持続可能な地域の
つながりをデザインする。
Cf.フィンランドでは家族以外の素人が
介護をしてもお金がもらえる制度、
登録制度があるとのこと。

議論の
成　果

これから

③ つながった後問題、つなげた後問題

課　題 『コミュニティのしごと』を推進していく
うえでのNPOの役割が定かでない。

『コミュニティのしごと』の理解に
努めた段階。

「支えあいを支える」に加えて「支えよう
としたことを支える」ゆるゆる・ぐずぐず、
でも放っておいてはいけない、ゆるく
やるにはしかけ、胆力、見通しが必要

議論の
成　果

これから

④ NPOの役割

コミュニティが存在するところにおいて
コミュニティに属する構成員に生じる
なにかしらの、すべきことが『コミュニティの
しごと』である。
ただし、これは、あまり厳格な定義ではない。

家族も社会におけるコミュニティのひとつで
あるから、『コミュニティのしごと』が
家族機能を内包するものであり、
家族機能よりも広いものと考えるべきかも
しれない。

『コミュニティのしごと』には、少なくとも
①なかまのケアに関するしごと
②コミュニティの維持・管理に関するしごと
③コミュニティの価値の向上に資するしごと
④コミュニティをまとめるしごとがある。

無償と有償が混在すること等、対価や関係性
が流動的であり、常に緊張関係を内包する。
それがゆえに、その成立を保障するのは
おそらく手間ひまかかる民主主義であろう。

『コミュニティのしごと』を推進するためには，
ゆるく、ぐずぐず、でも放置しない胆力や見通しが必要であることがわかりました。
第三者であるNPOにも役割がありそうですが、明確にすることはできませんでした。

今後も議論を継続的に進め、理解を深めていく必要があります。
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　　地域におけるコミュニティづくり・しごと
づくりの実践を視察することにより、居住困難
に陥った経験を有しているピアサポーターに
よる『コミュニティのしごと』を充実発展させ

ることを目的に、大阪箕面市北芝地区で活躍す
る「暮らしづくりネットワーク北芝」の視察を
行いました。

他

■団体概要
所在地：大阪府箕面市萱野2-11-4
設立日：2001年6月13日
スタッフ数：34名（2024年9月現在）
担当者：尼野千絵氏

参加者：芝田淳（NPO法人やどかりプラス理事長）、髙木幸一郎（株式会社リーバルホールディングス代表取締役）、
近藤和敬（大阪大学大学院人間科学研究科准教授）、近藤千鶴（NOP法人やどかりプラス事務局）
寺尾真次（NPO法人やどかりプラスピアサポーター）、伊藤景一（NPO法人やどかりプラスピアサポーター）

【「らいとぴあ21」にて尼野氏からの説明を受ける様子】

【若者と高齢者を結びつけた「なんか起こり倉庫」】

【老人いこいの家視察の様子】

■主な業務内容

④『コミュニティのしごと』に関する視察

箕面市・萱野にある北芝地域の課題解決のために「暮らしづく
り」の活動を起こそうとしている個人やNPOグループの支援
(法人化へのサポートや資金援助、相談事業、コミュニティス
ペースを活用したチャレンジの場の提供など)

こどもたちの放課後の居場所。障害のある子
もない子も交じって時間を過ごしていまし
た。子どもの和太鼓クラブは、海外遠征を行う
など本格的だとのこと。また、ここで子供たち
が「お仕事」をすると、地域通貨である「まー
ぶ」を稼ぐことができる仕組みとなっており、
ピア食堂という食堂もあって、子どもは100
まーぶでご飯を食べることができます。

■ライトピアの子供施設ぴあぴあルーム
　（小学生、保護者向け）

北芝では若者たちの仕事のハブとなっていま
す。若者たちだけでは当日仕事に来なかった
り、仕事をうまくできなかったりするので、地
域のお父さん的存在の高齢者男性がフォロー
を行っています。男性が「当日LINE連絡もな
く、仕事に来てくれない場合もありますが、怒
るのではなく、（ご飯を）おごる」と話されてい
たのが印象的でした。拠点となっている倉庫
は、地域の方が無償で貸してくれてます。

■なんか起こり倉庫（若者向け）

北芝地域の高齢者のいこいの場となっている
場所で、カラオケや編み物教室等のスケ
ジュールが毎日ぎっしり催されていました。
よく来るメンバーは10人くらいで固定の方が
多いとのことででしたが、閉鎖的な感じはな
く開放的な印象でした。

■老人いこいの家（高齢者向け）
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250世帯の小さな地域に、多様な世代向けの仕事・食・居場所・文化活動が密集し、
地域を活性化させていました。

北芝の活動から「地域住民の声を大切にする」・「活動を楽しめる環境を作る」といった
本質的な要素を学び、やどかりの状況に合わせて工夫することが重要だと思いました。

【コミュニティスペース「芝樂」】

赤ちゃんの駅（授乳やオムツ替えなどができ
る施設やスペース）も兼ねている地域の保健
室のような施設。子ども食堂等のイベントが
開かれています。

■南の家（乳幼児、子供・保護者向け）
「まーぶ」という無期限で使える地域通貨を、
現在約2500万円分ほど発行しています。この
地域通貨を子どもの居場所で日常的に使い、
お手伝いをしてもらっています。
地域のショッピングセンター（箕面キューズ
モール）に、約5万まーぶを買い取ってもらい、
それをイベントで使ってもらうことで連携し
ています。子どもは掃除やビラ配り等のお手
伝いを20分程度することで「まーぶ」がもら
え、大人はその間にショッピングセンターで
ゆっくり買い物ができる。これにより、ショッ
ピングセンターは5万まーぶ（5万円）の広報で
たくさんの人に来てもらえるというWin-Win
の関係を築くことができています。

■地域通貨「まーぶ」

朝市やフリーマーケットなどのイベントが定
期的に開かれている、芝の広場。
駄菓子＆バーもあり、子どもが駄菓子を購入
し、そこで食べることができたり、大人が夜に
駄菓子をおつまみに、お酒を飲んだりするこ
とができます。
510deliでは、弁当、総菜、被災地支援品等の販
売をしているお店もあります。
イベントが催されることが多く、地域外の人
も参加されてるとのことでした。

■コミュニティスペース「芝樂」（全年齢対象）

Point

1

Point

2
地域通貨や広報誌など住民のニーズに応じた活動で、住民が主体的に参加できる
場が生まれ、それにより自然な形で地域マネジメントが行われていました。

Point

3
地域住民の主体性を支えるために、NPOが責任と役割や活動への解釈の多様さを
許容する等、柔軟な支援を行っていて、誰もが参加しやすい状況となっていました。
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　　業の成果を示し、シェルターの必要性を明
らかにするとともに、互助の推進と互助を基盤
とした『コミュニティのしごと』づくりが当事者
と地域の課題を解決する可能性について全国に

発信することを目的とし、2025年1月31日にシ
ンポジウムを鹿児島カクイックス交流ホール
とオンライン（zoomウェビナー）にて開催しま
した。

事
⑤シンポジウムの開催

　　調公演として、視察にも伺わせていただい
た、NPO法人暮らしづくりネットワーク北芝 
地域ささえあい推進室コーディネーター 尼野
千絵氏に登壇いただきました。
もともと部落解放運動のあった大阪府箕面市
の北芝地域において，1990年代に「じぶんたち
の手で、じぶんたちが住みよいまちづくり
を！」と行政依存からの脱却を目指す動きが起
こる中で，2001年に設立された「特定非営利活
動法人暮らしづくりネットワーク北芝」。住民
どうしがささえあう豊かな暮らしづくりを目
指して、個別支援にとどまらず、地域づくりの

マネジメントを行っています。
北芝の多種多様な活動や地域づくりのための
様々な「しかけ」について紹介がありました。
また、マネジメントにおけるコンセプトとし
て，①ゆるゆる玄関ドア（責任と役割や活動へ
の解釈の多様さを許容する）、②くるくるク
ローゼット（立場・役割を気にせず自然体で参
加できる）、③おやおや感知器（課題を感知しつ
つ地域の中にいることを許容する）、④ほどほ
どカレンダー（計画がないところからのアク
ション），というささえあいの4つの装置の説明
もありました。

基
■『であい、つながり、げんき』北芝の協働のまちづくりと仕事づくり

■開会あいさつ
NPO法人 やどかりプラス／理事長 芝田 淳

■基調講演
NPO法人 暮らしづくりネットワーク北芝／尼野 千絵氏

『であい、つながり、げんき』北芝の
協働のまちづくりと仕事づくり

■報告
NPO法人 やどかりプラス／近藤千鶴・ピアサポーター 寺尾 真次

■パネルディスカッション
〈コーディネーター〉
株式会社リーバルホールディングス  代表取締役 髙木 幸一郎 氏
〈コメンテーター〉
大阪大学大学院 人間科学研究科 准教授 近藤 和敬 氏
〈パネリスト〉
NPO法人 暮らしづくりネットワーク北芝 尼野 千絵氏
NPO法人 やどかりプラス 理事長 芝田 淳
　　　　　　　　　　　　事務局 近藤 千鶴
　　　　　　　　　　　　ピアサポーター 寺尾 真次

やどかりプラスコミュニティにおける
『コミュニティのしごと』とは
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　　告として、事務局職員の近藤千鶴より、法人
の概要紹介に加え、やどかり利用者のコミュニ
ティで実際に行われている住民どうしの支え
あい、コミュニティでの支えあいのモデルに
なっているピアサポーターについて説明しま
した。

また、ピアサポーターがどのような『コミュニ
ティのしごと』を行っているのかの事例紹介を
ピアサポーターの一人である寺尾真次より報
告しました。

報
■「地域共生社会におけるコミュニティのしごと」

　　ネルディスカッションでは、髙木幸一郎氏
をコーディネーター、近藤和敬氏をコメンテー
ターとし、パネリストには基調講演にご登壇い
ただいた尼野千絵氏ほか，NPO法人やどかりプ
ラスの芝田淳、近藤千鶴、寺尾真次が登壇しま
した。まず、近藤より本事業において『コミュニ

ティのしごと』が実際に行われる中でどのよう
な発見や課題があったのか、提題発表の後、コ
ミュニティのしごとについての4つの論点を取
り上げ、「地域共生社会におけるコミュニティ
のしごと」についてパネリストのディスカッ
ションが行われました。

パ
■パネルディスカッション

論点 ① 〉〉〉 論点 ② 〉〉〉 

地域コミュニティは多くの場合、家族とは違
い、地域を共有しているだけの他人の集まり
なので、メンバーを統合・維持し続けること
それ自体が「しごと」として必要ではないか。

「メンバーをケアするしごと」の中にはちょっ
とした気遣いや無償の支えあいで解決する
ような「負担が軽い仕事」と、時間もコストも
かかり、責任も重く、解決も見通せない「負担
が重い仕事」があるのではないか。

論点 ③ 〉〉〉 

メンバー間で自発的な支えあいが継続する
ためには、NPOは「支えあい」を支えるため
の、実効性のある仕組みづくりを目指すべき
ではないか

論点 ④ 〉〉〉 

メンバーの疲弊を防ぎ、支えあいが継続する
ためには、「しごと」を有償とするか無償とす
るかの議論も必要ではないか

【パネルディスカッションの様子】
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　　ィスカッションの中では、「地域共生社会に
おけるコミュニティのしごと」を維持・継続す
るための議論、『コミュニティのしごと』には負
担の軽い仕事から負担の重い仕事までグラ
デーションがありそのしごとを有償とするか、
無償とするかの議論、またコミュニティの支え
あいを支えるためのNPOの役割に関する議論
等がなされました。

　  寄りがなく、課題が生じた時に頼れる人が
いない方が集まって成り立っているやどかり
のコミュニティは、何もないところから少しず
つ形成されたグループです。また、その構成員

は全ての行政サービスの網の目をすり抜けて
きた方々であるため、行政サービスともつなが
りがない状態。それに対し、北芝のコミュニ
ティは、地域に根付いていて、伝統的な家族形
態を引き継ぐことができている状態であるた
め、同じ「コミュニティ」といってもそこには大
きな違いがあります。

　 かし、NPO法人暮らしづくりネットワーク
北芝で実践されている「ゆるゆる・くるくる・お
やおや・ほどほど」のコミュニティマネジメン
トは、やどかりのコミュニティにおいても非常
に重要な視点で、ゆるいままで居続けることを

デ

身
し

可能にするしくみ、当事者に逃げ場があるこ
と、NPOが緊急支援をできること等の「ゆるい
共同体」を目指していくべきであろうといった
意見交換がなされました。

　 た、ピアサポーターからは「現段階でも住人
どうしでミーティングやLINEグループ等密に
相談をし合える環境は整っており、まずいなと
いう時は専門職に相談している」との報告があ
る中「いつでも介入できる専門職がいるという
ことが、コミュニティの中で共通認識としてあ
ることが重要である」「NPOの下支えとして、や
どかりライフ参加者みんなで常に議論をする

ま

場を作っておくという民主制が重要ではない
か」といった意見が出されました。

　　  ミュニティのしごと』による支援について
は様々な葛藤が生じ、議論は尽きず、常に何が
正解であるかの回答は出てこないが、それでも
常に参加者全員で話し合う場を持ち続けるこ
と、そして参加者のゆるさを許容できる「ゆる
い共同体」を目指していくことが、やどかりの
現時点での理解と考えられます。

『コ

【コーディネーター／髙木 幸一郎 氏】 【コメンテーター／近藤 和敬 氏】 【パネリスト／尼野 千絵 氏】 【パネリスト／芝田 淳】 【パネリスト／近藤 千鶴】 【パネリスト／寺尾 真次】
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■シンポジウム後のアンケート結果 ■シンポジウム全体への感想
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　   ンポジウムにオンラインで参加
された方々に対しアンケートを行っ
た結果，55件の回答が得られた。シン
ポジウムの全体的な感想では、「大変
満足した」が44.6％、「満足した」が
46.4％と、良い評価を得ることがで
きました。

シ ■シンポジウムの全体的な感想をお聞かせください。

■基調講演
　「『であい、つながり、げんき』
　北芝の協働のまちづくりと
　仕事づくり」の
　感想を聞かせください。

■報告
　「やどかりプラス コミュニ
　ティにおける『コミュニティの
　しごと』とは」の感想をお聞かせ
　ください。

■パネルディスカッション
　「『コミュニティのしごと』と
　地域共生社会」の全体的な
　感想をお聞かせください。

鹿児島地域の居住支援について知れた。
地域共生社会の実現について、多面的な
視点での意見が飛び交い、それらを聴か
せていただき、大変有意義な時間でした。

私の所属するNPO法人はひきこもり当事者
の居住支援を実施しております。ヤドカリさ
んの実践と近いものがあり，とても興味深
かったです。また近藤先生が最後部にご指摘
されたように行政から金をとっていく，巻き
込むということも重要と考え今後当団体で
も検討したいと思います。

やどかりプラスの「地域」は目的をもったグ
ループとしての「地域」なので、「統合」などが
主題となり、その方向性は人の人生のいちば
ん困難な（それまでは「家族」が担わされてい
た）事案、具体的にいえば、医療決定や、みと
りのような話になっていくのでしょうね。困
難であり、長い継続の話になっていく。

それぞれのモデルを参考にして、自分たちの
支援に繋げていきたいと思いました。
ありがとうございました。

やどかりさんがピアの方を信頼されている
ことが何より素晴らしいことだと感じました。

元行政職員で、現在権利擁護団体におります。
行政がやどかりサポートのようにあるべきで
はと近藤先生もおっしゃっていた（大意）よう
に思いますが、同感です。
芝田先生には昨年度たいへんお世話になりま
したが、今後もやどかりプラスのご活動を注
視し、遠くからですが応援していきたいです。
そして私たちの地域でも、同じようにとは
言えませんが少しずつ身寄り問題に取り組ん
でいきます。
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つながりを失った当事者による
主体的互助活動を基盤とした居住支援事業

03
居場所を失った人への
緊急活動応援助成
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「地域ふくし連帯保証」の利用者の中には、地域とつながることができず、孤

独・孤立状態にある方がいます。こうした方々にアプローチし、つながり作

りを促す必要があります。また、新たに「地域ふくし連帯保証」を利用する方

が、より確実に地域とのつながりを得られるような活動や体制が求められ

ています。「身寄り問題」は、住居における連帯保証人の問題にとどまらず、

入院・入所時の問題や死後の対応の問題を含んでいます。さらに、これらの

課題を当事者主体で解決していく必要があります。社会的に孤立した当事

者自身が主人公になってこれらの課題を解決し、当事者が同様の状況にあ

る当事者と支えあい助けあう循環を作り出します。

　　住困難に陥った経験を持つ
当事者自身が、社会的孤立状態に
陥っていると危惧される対象者
に個別訪問を実施。対象者の状況
に応じて居場所事業への参加、
「やどかりライフ」への参加、
LINEのオープンチャットや安否
確認グループへの参加を促しま
した。

つながりを失った当事者による
主体的互助活動を基盤とした居住支援事業

活 動 内 容

①当事者による個別訪問活動　②地域グループ活動

③当事者主体による「やどかり交民館」の運営
（サロン活動／つながるファイルを書く会／つながるあんしん事業参加者の集い）

■ 概要 ①当事者による個別訪問活動

居

■アウトリーチ訪問件数

3月

4月

5月

6月

7月

45件

29件

48件

32件

45件

8月

9月

10月

11月

12月

48件

54件

53件

55件

47件

のべ456件
最初は対象者約140名を順に周れるだ
け周っていましたが、ミーティングを重
ね、エリアを担当に分けるようにした
り、アンケートをデジタルにしたりと工
夫して効率よく、月に1度、顔を合わせら
れる頻度を目標に実施しました。
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■アンケートツール ■安否確認LINEグループ『ヒトコエ』

■不在時お知らせチラシ

　　めて訪問に対応いただいた方
と話がしやすいように、アンケー
トを用意しています。紙媒体に聞
いた内容についてメモをとり、ス
マホで入力しています。
事務局はスプレッドシートで状
況を確認することができます。

初 　　日何か“ヒトコエ”掛け合って
安否確認を行うためのLINEグ
ループ。4～5人で1グループを
作っており、現在5グループ16人
で運用しています。今後も拡大さ
せていけるように積極的に声を
かけいます。

毎

■ツナガル活動促進チラシ

　　動内容をラインナップで掲載
したチラシを配布し、参加を促し
ました。地域包括支援センターに
協力を依頼し、より多くの「身寄
り」のない方々に、認知いただけ
るようにしました。

活
 LINEグループのメンバーは
 4人～5人で構成。
 事務局でリーダーを1人設定します。

リーダー

1 毎日7:00～22:00の間に挨拶文や
スタンプを送信。他のメンバーの
投稿を確認するだけでも大丈夫です。

※リーダーはメンバーの投稿を確認し、
　人数分の既読がついていれば
　安否確認OKとします。

2

リーダーは発言も
既読もつかない
メンバーがいたら、
事務局へ報告。
駆け付けに協力して
いただける方に
動いていただくよう
要請します。

3

おはようございます。既読3
8:25

！

リーダー 事務局 駆け付け
協力者

安否確認 グループ
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②地域グループ活動

　　域ごとにアウトリーチ活動を進める中で、
全体的な活動（唐湊地区でのサロン活動など）
に参加いただくといことが、困難な方が多くい
るとわかりました。
そこで、ピアサポーターを中心に、主体的な互
助活動をそれぞれの地域でグループを形成す

ることで、より継続的につながりを持つことが
できると考え、各地域での集まりの機会を設け
ました。
各地区での参加人数が見込めるようになって
きたタイミングで全体の集いも織り交ぜて開
催しました。

地 　   ロナ禍の影響で孤立状態に陥っている方々
がつながりを取り戻し、社会の中で役割を回復
するための「やどかり公民館」。そこで行われる
サロン活動・つながるファイルを書く会・つなが
るあんしん事業参加者のためのサロンや、集い
などを当事者主体で運営しました。
居場所サロンで使用していた会場が引越しとな
り、名称を「CoCoDe-ココデ-」としこれからも
みんなに親しみを持って馴染んでいただけるよ
うにました。その引越しも当事者のメンバーが
積極的に手伝いました。

コ
③当事者主体による「やどかり交民館」の運営
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■地域グループ活動 イベント開催実績 ■告知ツール

日　付 イベント名 地　区 人数

【手配りチラシ】 【LINEオープンチャット】 【居場所サロン案内チラシ】【引越しの様子】 【予定表】

CoCoDe
みんなの居場所

【ココデ】
Yadokari Community Square

6月11日

9月3日

10月20日

10月22日

11月13日

11月27日

12月10日

12月27日

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

カレーの会

納涼そうめん祭り

学生会館の集い

カレーの会

プリンスの会

お好み焼きの会

とその会

年越しそばの会

唐湊地区

唐湊地区

郡元地区

全体

谷山地区

全体

唐湊地区

全体

13名

11名

7名

16名

8名

15名

8名

12名
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■居場所サロンの運営 ■つながるあんしん事業

　　寄りがない当事者が地域と「つながる」こと
で、病気になったとき、死んだときなど、『身寄
り』がないことで支障が生じやすい事態に陥っ
ても地域のなかまや支援者が適切に対応できる
体制を自ら作り出し、「あんしん」して日々の生
活を営むことができるようにすることを目的と
する事業です。
この事業の参加者は、一定の地域や属性ごとに
互助会を設立し、当事者どうしで、なかまが入院
をしたりけがをしたりして困っているときには
互いに支えあい・助けあい、なかまの最期にあ
たっては互いに見送りあい・弔いあいます。
また、「つながるファイル」を書き、その内容をな
かまに託すことで、『身寄り』がないことで支障
が生じても困らないように備えます。

身
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4回

5回

4回

4回

5回

4回

4回

5回

4回

4回

38人

58人

37人

32人

29人

28人

32人

46人

31人

29人

平均 9.5人

平均 11.6人

平均 9.3人

平均 8.0人

平均 5.8人

平均 7.0人

平均 8.0人

平均 9.2人

平均 7.8人

平均 7.3人

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

月 回　数 人　数 月平均人数

　   加メンバーは、数名は固定化されています
が、新しいやどかりライフ参加者へ、積極的に
誘っているため、新規の参加者が増えてきてい
ます。そのまま毎週来る人もいらっしゃいます
が、何人かは隔週で来たりと、自身のペースで参
加されています。仕事をされている人も、シフト
によっては、たまにいらっしゃいます。

参

「つながる」ことが、

 未来の

「あんしん」に。

Living with peace of mind 
through mutual support.

つながる あんしん
事

互助を基盤とした
地域福祉による保証機能。

地域福祉・やどかりプラス

当事者どうしのコミュニティ（互助会）

当事者 当事者 当事者 当事者

支  

援
支  

援
支  

援

支えあいを
支える 信頼を担保

様々な生活支援、入院・入所の支援、死後事務等も
基本的には当事者が主体となって行います。



赤い羽根 助成事業

■つながるファイルを書く会・語る会 ■つながるあんしん事業参加者の集い

　　ながるあんしん事業の参加者と希望される
方を対象に、常安峯納骨堂の見学会を開催しま
した。1回目は7月18日に、2回目は10月3日に。
先に眠られている方へ手を合わせてから、施設
内を見学しました。
初めて来られる方は、桜島を望む雄大な風景に
驚かれていました。

つ
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参加者（のべ人数）

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

8人 9人 4人 8人 6人 4人 7人 4人 6人 4人

入院や死亡といった身寄りがないため
に困難に陥りがちな事態に備える「つ
ながるファイル」の作成する場と終末
期医療について語り合いました。

人生の最期にどうありたいか。
自分にとって何が大切なものかを
自覚することができる「もしばな
ゲーム」。

【参加案内チラシ】
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当事者のつながりで
孤独死ゼロを目指す活動

04



H&C 助成事業
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当法人は居住支援法人として居住困難に陥った方々に対する住宅の確保の

支援（入居支援）を行うとともに入居後の継続的な支援（居住生活支援）を

行っています。居住生活支援においては，居住困難に陥った経験がある当事

者（以下、「当事者」）どうしのつながり作りに特に注力し、当事者自身が活躍

する「当事者主体の居住支援」に取り組んでおり、当事者間での入退院支援、

買物支援等の個別具体的な支えあいが様々に巻き起こっており、当法人は

こうした支えあいを後方から支援しています。さらに、こうした当事者自身

のコミュニティの力を活かして孤独死ゼロを目指す活動に挑もうとしてい

ます。

　　2回、第1火曜日・第3火曜日にピアサ
ポーターによる見守りあいミーティング
を合計24回行いました。
ここではその月の訪問のスケジュールを
確認したり、前月の訪問の際、ポストの郵
便物が溜まっていたり、様子がおかしい
利用者がいなかったかなどを共有しまし
た。必要があればアウトリーチのタイミ
ング以外での個別訪問を行いました。

当事者のつながりで孤独死ゼロを目指す活動

活 動 内 容

①見守りあいミーティング　②見守りあい活動　③つながろう日置（日置市）

■ 概要 ①見守りあいミーティング

月

【ミーティングの様子】

甲突地区（4月24日）（寺尾・松原）
■福山さん：玄関拒否
■清さん：玄関前で話ができた。
　病院4つ通っている。清潔度5。
■鎌田さん：玄関前で話ができた。
　酒入っていた。清潔度2。

城西地区（5月13日）（寺尾・花岡）
■石岡さん：お金に困っていた。ボートが
　大好き。更新面談は来週芝田が対応
■館田さん：カテーテル手術の直後だった。
　右手麻痺，部屋がたばこ臭かった。
■反田さん：週1のリハビリで先生と話すのが
　楽しみ。家でYoutube見てる。
■平田さん：H22~やどかり利用。過去の話を
　いろいろしてくれた。電話がかかってくる
　だけでフラッシュバック。
　同じ人間で対応したほうがよいであろう。

ミーティング議事録より一部抜粋



H&C 助成事業
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■ICT Hello Lightの導入促進

②見守りあい活動

■住環境改善

　　否確認LINEグループでは、カバーしきれない、ス
マホを使えない高齢の方をメインに見守り電気
「Hello Light」の設置の促進をアウトリーチの際に声
かけ活動を行いました。現在、7名の部屋に設置済み
です。合わせてモーション
センサーも3名の部屋に設
置しました。つながりで孤
独死を防ぐ「孤独死ゼロア
クション」と合わせて孤独
死ゼロを目指します。

安
■地域貢献活動

　   ーティングや、居場所サロンで使用させて
いただいている、活動拠点の一つとなっている
リーベンパレス唐湊。その周辺と当事者が多く
住むマンション共用部のゴミ拾い活動を実施
しました。ゴミが散乱しているとクレームの
あったところでは、郵便ポストから溢れて風に

飛ばされて散らかっていましたので参加メン
バーで片付けました。
こういった活動から、やどかり利用者ではない
近隣の方と挨拶を交わすようになり、地域との
つながりができるようになると考えます。

ミ

　　事者が多く住むマンションでの騒音問題（玄関ド
アの開け閉めの音）に取り組むべく、ミーティング参
加メンバーだけではなくそのマンションの住民も巻
き込んでチラシの配布と声かけを
行いました。また、ドアの開け閉め
だけではなくマンション設備の異
音に対しても、聞き取り調査のた
めに訪問をし、管理会社、オーナー
へ連絡しました。

当

【ヒトコエの画面】【管理画面】

【自身が住んでいるマンションへチラシを配布】



H&C 助成事業

③つながろう日置

　 022年に起きた孤独死を機に日置市役所・日
置市社会福祉協議会・民間事業者等と協働で
「孤独死ゼロアクション」を推進すべく活動し
ています。日々のくらしや病気についての相談
や、6月26日開催のつながろう日置の会合への
参加を促すべく、日置市内にお住まいの13名の
方へのアウトリーチによる訪問活動を実施し
ました。

2
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■6月26日
〈 場　所 〉：伊集院地区公民館
〈 参加者 〉：利用者5名／関連機関・施設職員5名
　　　　　やどかり職員2名　計12名

①つながろう日置の開催目的について

　・参加者同士の交流・つながり作りの大切さの
　  説明をしました。
　・孤独死ゼロアクションの理解・賛同・参加を
　  呼びかけました。

　・新しくなったLINEオープンチャットの
　  説明をしました。
　・見守りLINEグループの説明をしました。

　・3グループに分かれて意見交換や
　 フリートークをしました。

③グループワーク

■8月1日
〈 場　所 〉：伊集院地区公民館
〈 参加者 〉：利用者6名／関連機関・施設職員3名
　　　　　ピアサポーター2名／やどかり職員2名　計13名

◆ 30代 女性 〈精神障がい者〉〈生活保護受給者〉

更新手続きのため、支援者・日置市福祉課生活
支援係の岡田氏と訪問する。精神的不安定さ
のため、起きていることが辛いとのことで、布
団に寝たまま話をするが、次第に表情が明る
くなり、体を起こして冗談を言ったりしてい
た。岡田氏との関係も良好。
精神的な不安が強い時は薬を多く飲みすぎた
り、頻回に飲んでしまうことがあるとのこと。
日置市の健康管理支援員や坂之上病院MSW
に相談している。
孤独死ゼロアクションについて説明すると真
剣に聞いてくれたが、不安定さゆえ、会合参加
は約束できないとのこと。事前に連絡をくれ
たら訪問には応じたいと話す。
食欲があまりなく自炊もほとんどしないが、
パートナーがいる時には作って食べることも
あるそう。部屋はゴミが溜まっている。家事が
苦手と話す。

◆ 30代 男性 〈精神障がい者〉〈生活保護受給者〉

玄関に出てきてくれた。やどかりの催告書を
預かる。6/26の会合には天気が良ければ行き
たいとのこと。長く風呂に入っていない様子
で、ひげが伸び、フケが多い。「きれいにして働
いたりしないといけないんだけどね」と自ら
話す。東市来の歯医者には時々通っている様
子。CWは月1回訪問してくださるとのこと。

◆ 70代 男性 〈高齢者〉〈生活保護受給者〉

事前に孤独死ゼロアクションのチラシを送付
してあるが、読んでいない様子。先ほどまでタ
クシーでお金をおろしに行っていたとのこと
で、疲れているのか玄関まで出て来るのが
やっと。体調が思わしくないので会合には出
られないとのこと。

◆ 70代 男性 〈高齢者〉〈生活保護受給者〉

訪問を快く受け入れてくださるのはありがた
いのだが、お菓子やコーヒーなどたくさん準
備されるので申し訳ない。「今度は食事をしに
来てください」と言われ、距離感が難しい。
孤独死ゼロアクションへの賛同はされない
が、会合でいろんな人と会えるのは楽しみと
のことで、参加希望される。

当事者でもあるピアサポーターから、安否確認LINE
グループの説明をした後、実際に起きた駆け付け事例
を話すことで、よりリアルな現場の状況を認識いただ
きました。アンケートをとり、実際にグループに参加
いただけるかどうか、日置市においてどのような課題
があるかなどを伺いました。

　・

ピアサポーター2名の話を踏まえて、孤独死をなくす
ために日置市には何が必要か、ということについて2
グループに分かれて話し合ってもらいました。参加者
は少なかったのですが、それぞれの立場や置かれた環
境などの違いから、いろいろな意見が聞かれ、アン
ケートの助けもあり、具体的な話し合い・意見交換が
できました。

　・
②孤独死ゼロアクションについて

①つながろう日置の開催目的について

　・参加者同士の交流・つながり作りの大切さの
　  説明をしました。
　・孤独死ゼロアクションの理解・賛同・参加を
　  呼びかけました。

③グループワーク

②孤独死ゼロアクションについて



H&C 助成事業

　  置市に住まう一般の方とも交流を深めるべ
く、2月と3月に2度開催しました。
それぞれの開催1週間～10日前あたりにピアサ
ポーターによるポスティングを実施しました。
土地勘もなく、家族構成等もわからないままで
したので、2月の開催日には一般の方は集まり
ませんでした。参加いただけた市議会議員の方
にアドバイスをいただき、3月は公民館の入り
口にチラシを貼っていただき、日置市役所福祉
課にもチラシを設置していただきました。
結果、3月22日に実施した際には6名の方にお
越しいただきました。

日
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■『身寄り』がない人の座談会＆相談会

【ポスティングしたチラシ】

ピアサポーターによる鹿児島市内でのツナガ
ル活動（安否確認やアウトリーチ、居場所サロ
ンの運営など）の実施事例の説明を行い、その
後は少人数のため、フリートーク形式での意
見交換を行いました。

日置市は高齢者の単身世帯が4,400世帯あり、
今後さらに「身寄り」問題が深刻になってくる
と思われます。よく相談を受けるのは身寄り
があっても金銭的に葬儀があげられない、遺
骨の引き取り手がない、入院時の保証人もい
ないとのことでした。また、移動手段がない問
題もあげられていました。

もっと人数を集めて活動を広めていきたいこ
とから、エリアの選定についてのアドバイス
をいただきました。開催した妙円寺地区より
も、古くから自治会などがすでにある吹上地
区・日吉地区などが良いかもしれないとの意
見をいただきました。

〈 場　所 〉妙円寺公民館
〈 参加者 〉日置市役所職員2名／市議会議員1名／
　　　　  一般社団法人代表1名／一般2名／
　　　　  やどかり職員2名／ピアサポーター3名

計11名



Ⅰ　経常収入の部

1 会費収入

令和6年度正会員（46名 4団体） 251,000

令和6年度賛助会費（15名 2団体） 46,000

297,000

2 事業収入

地域ふくし連帯保証事業（新規　　　名、更新　　名） 4,940,554

助成金等収入（連帯保証事業） 6,676,169

助成金等収入（ＷＡＭ） 6,664,000

助成金等収入（赤い羽根） 2,728,934

助成金等収入（ハウジングコミュニティー） 1,043,565

助成金等収入（みんなが安心環境整備） 1,653,301

助成金等収入（丸紅基金） 1,520,000

つながる安心事業収入 1,200,600

受託事業収益 294,162

雑収入（連帯保証事業） 3,734,107

審査事務手数料 65,000

出向負担金収入 527,312

雑収入（共通）

31,047,704

3 寄付収入

寄付金 691,302 691,302

経常収入合計 32,036,006

Ⅱ　経常支出の部

1 事業費

１） 住まい確保にかかる支援事業

地域ふくし連帯保証事業 10,857,352

WAM 6,664,504

赤い羽根 2,754,115

ハウジングコミュニティー 1,043,565

みんなが安心環境整備 1,653,301

つながる安心事業 7,430

22,980,267

22,980,267

1 管理費

福利厚生費 236

研修費 1,000

広告宣伝費 220,000

交際費 4,092

通信費 416,141

消耗品費 69,426

事務局費 411,595

水道光熱費 212,297

諸会費 51,000

支払手数料 100,501

リース料 800,864

保険料 167,924

支払報酬 1,190,123

地代家賃 1,619,200

租税公課 224,750

車両購入費 1,570,000

雑費 114,034

7,173,183 7,173,183

経常支出合計 30,153,450

Ⅲ　その他収入の部

受取利息 4,085

その他収入合計 4,085

Ⅳ　その他支出合計

支払利息 36,537

その他支出合計 36,537

当期収支差額 1,850,104

法人税住民税及び事業税 71,000

前期繰越収支差額 9,752,267

次期繰越収支差額 11,531,371

特定非営利活動に係る事業会計収支計算書

自2024年4月1日至2025年3月31日

特定非営利活動法人やどかりプラス

科目 金額



地域ふくし連帯保証事業 WAM 赤い羽根 ハウジングコミュニティー みんなが安心環境整備 つながるあんしん事業 共通

Ⅰ 経常収益

1 受取会費 個人正会員受取会費 166,000 166,000

団体正会員受取会費 85,000 85,000

個人賛助会員受取会費 26,000 26,000

団体賛助会員受取会費 20,000 20,000

2 受取寄付金 受取寄付金 691,302 691,302

3 受取助成金等 居住支援法人サポート補助金 2,030,000 1,520,000 3,550,000

居住支援法人サポートセンター 4,462,124 4,462,124

福祉医療機構 6,664,000 6,664,000

赤い羽根 2,728,934 2,728,934

ハウジングコミュニティー 1,043,565 1,043,565

安心すまいサポートセンター 1,653,301 1,653,301

その他 184,045 184,045

4 事業収益 住まい確保新規更新 4,940,554 4,940,554

つながる安心事業収入 1,200,600 1,200,600

審査事務手数料 65,000 65,000

出向負担金収入 527,312 527,312

受託事業収益 294,162 294,162

5 その他の収益 雑収入 3,734,107 3,734,107

0

経常収益計 16,237,304 6,664,000 2,728,934 1,043,565 1,653,301 1,200,600 2,508,302 32,036,006

Ⅱ 経常費用

1 事業費

（１） 人件費 給料手当 7,323,847 3,868,262 2,057,181 573,285 853,301 14,675,876

人件費計 7,323,847 3,868,262 2,057,181 573,285 853,301 0 14,675,876

（2） その他の経費 会議費 91,920 91,920

旅費交通費 132,051 235,520 55,095 116,930 6,630 546,226

通信費 128,276 3,276 131,552

消耗品費 22,666 63,788 110,140 196,594

光熱水費 5,416 228,648 234,064

撤去委託料 131,830 131,830

滞納金立替 1,569,830 1,569,830

保険料 23,900 23,900

原状回復費 1,005,221 1,005,221

謝金 548,500 482,100 261,430 1,292,030

借料損料 10,020 42,180 409,000 800 462,000

地代家賃 1,255,200 1,255,200

印刷製本費 20 28,815 113,428 142,263

委託費 104,580 229,000 800,000 1,133,580

支払・振込手数料 5,995 5,995

雑費・雑役務費 3,371 78,815 82,186

その他費用計 3,533,505 2,796,242 696,934 470,280 800,000 7,430 0 8,304,391

事業費計 10,857,352 6,664,504 2,754,115 1,043,565 1,653,301 7,430 0 22,980,267

2 管理費

（１） 人件費

給料手当 0

人件費計 0 0 0 0 0 0 0 0

（2） その他の経費

福利厚生費 236 236

研修費 1,000 1,000

交際費 4,092 4,092

通信費 416,141 416,141

消耗品費 69,426 69,426

事務局費 411,595 411,595

水道光熱費 212,297 212,297

諸会費 51,000 51,000

支払手数料 81,383 19,118 100,501

リース料 800,864 800,864

保険料 167,924 167,924

支払報酬 1,190,123 1,190,123

地代家賃 1,619,200 1,619,200

租税公課 224,750 224,750

広告宣伝費 220,000 220,000

車両購入費 1,570,000 1,570,000

雑費 58,098 55,936 114,034

その他費用計 5,528,129 0 0 0 0 19,118 1,625,936 7,173,183

管理費計 5,528,129 0 0 0 0 19,118 1,625,936 7,173,183

16,385,481 6,664,504 2,754,115 1,043,565 1,653,301 26,548 1,625,936 30,153,450

当期経常増減額 -148,177 -504 -25,181 0 0 1,174,052 882,366 1,882,556

Ⅲ 経常外収益

受取利息 3,290 795 4,085

経常外収益計 3,290 0 0 0 0 0 795 4,085

Ⅳ 経常外費用

支払利息 36,537 36,537

経常外費用計 36,537 0 0 0 0 0 0 36,537
税引前当期正味財産増減額 -181,424 -504 -25,181 0 0 1,174,052 883,161 1,850,104
法人税，住民税及び事業税 71,000 71,000
当期正味財産増減額 -252,424 -504 -25,181 0 0 1,174,052 883,161 1,779,104
前期繰越正味財産額 9,752,267
次期繰越正味財産額 11,531,371

活動計算書

2024年4月1日から2025年3月31日まで

経常費用計

科　目
法人合計

住まい確保にかかわる支援事業

特定非営利事業



1 流動資産

現金（連帯保証事業） 111,434

現金（ＷＡＭ） 7,382

現金（赤い羽根） 90,000

現金（ＨＣ） 241,264

鹿児島銀行天神馬場支店1051772 1,520,949

鹿児島銀行荒田支店3045356 7,129,198

鹿児島銀行鴨池支店3440978 292,758

鹿児島銀行鴨池支店3430656 691,005

鹿児島銀行西田支店3018291 1,953,437

郵便局01790-1-66996 109,000

鹿児島銀行真砂支店3050433 1,211,927

鹿児島銀行唐湊支店3050433 335,985

鹿児島銀行宇宿支店3062555 642,238

鹿児島銀行高見馬場支店3081811 68,318

鹿児島銀行本店3219047 448,962

利用料未収金 980,000

求償権未収金 2,109,682

つながる事業未収金 13,600

預り敷金未収金 791,730

立替金（連帯保証事業） 9,000

未収入金（赤い羽根） 838,934

未収入金（ハウジングコミュニティー） 479,310

未収入金（ＷＡＭ） 318,550

流動資産合計 20,394,663

2 固定資産

固定資産合計 0

資産合計 20,394,663

1 流動負債

短期借入金（鹿児島銀行） 3,000,000

未払金（3月分給与） 987,825

未払金（ＷＡＭ経費） 642,168

預り敷金 3,897,400

預り金（くらしサポートウィズ） 335,899

流動負債合計 8,863,292

2 固定負債

固定負債合計 0

負債合計 8,863,292

正味財産 11,531,371

負債正味財産合計 20,394,663

上記のとおり相違ありません。

鹿児島市下荒田4-30-5プレジデント下荒田403号

特定非営利活動法人やどかりプラス

理事長　芝田　淳

Ⅱ　　負債の部

2025年3月31日

特定非営利活動に係る事業会計財産目録

2025年3月31日現在

特定非営利活動法人やどかりプラス

科目 金額（円）

Ⅰ　　資産の部



科　　　　　目 科　　　　　目

資　産　の　部 負　債　の　部

流動資産 流動負債

現金 450,080 短期借入金 3,000,000

普通預金 14,403,777 未払金 1,629,993

未収金 3,895,012 預り敷金 3,897,400

立替金 9,000 預り金 335,899

未収入金 1,636,794

流動資産合計 20,394,663 流動負債合計 8,863,292

固定資産 固定負債

固定資産合計 固定負債合計

正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計 11,531,371

資産の部合計 20,394,663 負債正味財産の部合計 20,394,663

特定非営利活動に係る事業の貸借対照表

2025年3月31日

特定非営利活動法人やどかりプラス

金額（円） 金額（円）



2025

2025

2025

2025



2025

2025

2025

2025



2025年4月1日から2026年3月31日まで 特定非営利活動法人やどかりプラス

障害福祉会計

地域ふくし連帯保証 あんしんサポート 鹿児島市居住支援協議会 共生(国) つながるあんしん事業 民間助成

Ⅰ 経常収益

1 受取会費

個人正会員受取会費 150,000 150,000

団体正会員受取会費 100,000 100,000

個人賛助会員受取会費 40,000 40,000

団体賛助会員受取会費 10,000 10,000

つながるあんしん事業会費 450,000 450,000

2 受取寄付金 0

受取寄付金 2,000,000 2,000,000

3 受取助成金等 0

謝金 1,200,000 1,200,000

補助金 3,000,000 3,500,000 4,000,000 10,500,000

助成金 9,970,000 9,970,000

委託費 250,000 250,000

4 事業収益 . 0

住まい確保に関する事業収益 4,500,000 4,500,000

障害福祉サービス事業収益 0

5 その他の収益 0

委託費 3,600,000 1,200,000 4,800,000

雑収入 0

経常収益計 7,750,000 1,200,000 3,500,000 4,000,000 450,000 9,970,000 3,600,000 1,200,000 2,300,000 33,970,000

Ⅱ 経常費用

1 事業費

（１） 人件費

給料手当 1,800,000 1,200,000 3,000,000 3,500,000 5,500,000 3,000,000 0 18,000,000

人件費計 1,800,000 1,200,000 3,000,000 3,500,000 0 5,500,000 3,000,000 0 0 18,000,000

（2） その他の経費

旅費交通費 250,000 400,000 300,000 950,000

通信費 160,000 160,000

消耗品費 300,000 300,000

租税公課 0

撤去委託料 0

支払手数料 0

滞納金立替 400,000 400,000

原状回復費 400,000 400,000

相談員謝金 0

謝金 250,000 100,000 1,229,450 1,579,450

印刷製本費 50,000 50,000

備品費 0

会議費 20,000 20,000

水道光熱費 252,000 252,000

借料損料 20,000 495,000 100,000 615,000

地代家賃 1,260,000 1,260,000

委託費 230,000 200,000 430,000

雑役務費 40,000 66,550 106,550

保険料 27,000 27,000

その他費用計 840,000 0 500,000 0 140,000 4,470,000 600,000 0 0 6,550,000

事業費計 2,640,000 1,200,000 3,500,000 3,500,000 140,000 9,970,000 3,600,000 0 0 24,550,000

2 管理費

（１） 人件費

給料手当 1,800,000 0 1,800,000

人件費計 1,800,000 0 0 0 0 0 0 0 0 1,800,000

（2） その他の経費

旅費交通費 100,000 100,000

諸謝金 500,000 500,000

通信費 400,000 400,000

消耗品費 100,000 100,000

事務局費 500,000 500,000

水光熱費 150,000 150,000

新聞図書費 100,000 100,000

印刷製本費 20,000 20,000

諸会費 90,000 90,000

地代家賃 2,500,000 2,500,000

事務委託費 0

交際費 10,000 10,000

会議費 10,000 10,000

リース代 260,000 260,000

車両費 100,000 152,000 252,000

支払手数料 10,000 10,000

保険料 0

雑費 50,000 50,000

その他費用計 4,900,000 0 0 0 0 0 0 0 152,000 5,052,000

管理費計 6,700,000 0 0 0 0 0 0 0 152,000 6,852,000

経常費用計 9,340,000 1,200,000 3,500,000 3,500,000 140,000 9,970,000 3,600,000 0 152,000 31,402,000

当期経常増減額 -1,590,000 0 0 500,000 310,000 0 0 1,200,000 2,148,000 2,568,000

Ⅲ 経常外収益

受取利息 400 400

雑益 0

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 400 400

Ⅳ 経常外費用

支払利息 32,000 32,000

雑損 0

経常外費用計 32,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0

税引前当期正味財産増減額 -1,622,000 0 0 500,000 310,000 0 0 1,200,000 2,148,400 2,568,400

法人税，住民税及び事業税 71,000 71,000

当期正味財産増減額 -1,622,000 0 0 500,000 310,000 0 0 1,200,000 2,148,400 2,497,400

前期繰越正味財産額 10,000,000

次期繰越正味財産額 12,497,400

2025年度予算案

科　目

特定非営利事業会計

共通 法人合計住まい確保にかかわる支援事業 『身寄り』問題の解決

に関する事業
障害福祉サービス事業
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2025 年度事業計画書 

（自 2025 年 4 月 1 日至 2026 年 3 月 31 日） 

特定非営利活動法人やどかりプラス

１ 事業実施の方針

2024 年 8 月 13 日，特定非営利活動法人やどかりサポート鹿児島と特定非営利活動

法人つながる鹿児島が合併し，当法人（特定非営利活動法人やどかりプラス）が誕

生した。

合併以降，当法人は，「住まいとつながりをすべての人に」をビジョンとして掲げ，

居住支援と『身寄り』問題に取り組む NPO 法人として活動している。 
具体的には，従前から NPO 法人やどかりサポート鹿児島において行われてきた 
①シェルター事業

②地域ふくし連帯保証

③鹿児島県居住支援協議会の相談窓口

④当事者主体の居住支援

⑤つながるあんしん事業

及び NPO 法人つながる鹿児島において行われてきた

⑥互助会の設立・運営支援

⑦『身寄り』問題に関するガイドライン・マニュアルづくりの推進

を実施しているところであるが，2025 年 1 月 22 日に設立された

⑧鹿児島市居住支援協議会の事務局

を鹿児島市建設局建築部住宅課と共同で担うこととなったため，より強い責任感を

持って地域の居住支援に取り組んでいきたいと考えているところである。

さらに

⑨障害福祉サービス事業

に挑戦し，2023 年度から開始している

⑩『孤独死ゼロアクション』

の拡大・発展にも取り組む。

これらの課題に関する普及啓発活動も継続する。

２ 事業の実施に関する事項

(1) 特定非営利活動に係る事業

事 業 名 事  業  内  容  等

1 居住支援事

業

1 シェルター事業 
住居を失い「その日の屋根」を必要とする方に対して一時的な起居

の場所であり新たな生活の基礎を築くための拠点となるシェルタ

ーを提供する。
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実施時期 通年 
実施場所 鹿児島市内 
対象者 住居を失った人 30 名 
2 地域ふくし連帯保証 
保証人が確保できないがために住居の確保に困難を抱えている方

に対して，地域福祉の担い手と連携し，支援者を置くことを前提と

して，住居の賃貸借契約における保証を提供する。 
実施時期 通年 
実施場所 鹿児島県全域 
対象者 保証人が確保できないがために住居の確保に困難を抱え

ている人 新規 50 名，継続 450 名 
3 鹿児島県居住支援協議会の相談窓口 
引き続き，鹿児島県居住支援協議会の相談窓口を担当し，居住に関

する相談に応じる。 
実施時期 通年 
実施場所 鹿児島県全域 
対象者 住宅確保要配慮者 90 人 
3 鹿児島市居住支援協議会事務局 
2025 年 1 月 22 日に設立された居住支援居住支援協議会の事務局

を鹿児島市建設局建築部住宅課と共同で担い，鹿児島市における居

住支援体制・ネットワークの充実・発展に取り組むとともに，相談

窓口を担当する。 
実施時期 通年 
実施場所 鹿児島市 
対象者 住宅確保要配慮者 210 人 
4 当事者主体の居住支援 
地域ふくし連帯保証の利用者を中心に，「互助する暮らし方」であ

る「やどかりライフ」を提案し，「やどかりライフ」に参加する当

時者どうしが支えあい助けあうことを通じて当事者自身が主体と

なる居住支援を展開する。 
実施時期 通年 
実施場所 主に鹿児島市内 
対象者 やどかりライフ参加者 200 名 
5 つながるあんしん事業 
当事者が支えあい助けあい活動を行うこと及び当事者が『身寄り』

がないことで陥りがちな問題に対する備えを行うことを前提とし

つつ当法人が契約に基づく支援を提供する。 
実施時期 通年 
実施場所 主に鹿児島市内 
対象者 30 名 
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6 孤独死ゼロアクション 
居住支援の現場で問題でありかつ『身寄り』問題でもある孤独死を

当事者自身の力でなくす・減らすことを目指す活動を行う。昨年度

に引き続き，主に地域ふくし連帯保証参加者を中心に活動するが，

日置市においても活動をひろげていく。（「つながろう日置」を継続

する。） 
実施時期 通年 
実施場所 主に鹿児島市内 
対象者 孤独死の恐れがある人 200 名 

2 障害者の日

常生活及び社

会生活を総合

的に支援する

ための法律に

基づく障害福

祉サービス事

業 

1 就労継続支援事業所の運営 
2024 年度，共同生活援助（グループホーム）を開設し運営する予

定であったが，理事・会員・関係者との協議の結果，共同生活援助

（グループホーム）よりも就労継続支援事業所の運営を優先するこ

ととなり，現在，社会福祉法人南恵会とともに就労継続支援事業所

の運営を行っている。（法的な主体は社会福祉法人南恵会であるが，

同法人との間で地域福祉の向上のために協働する旨の協定を交わ

している。） 
2025 年度もこれを継続する。 
実施時期 通年 
実施場所 鹿児島市内 
対象者 障害者 20 名 

3 身寄り問題

の解決に関す

る事業 

1 互助会の設立・運営支援 
『身寄り』問題の解決のためには，『身寄り』がない当事者の主体

的行動が重要であるとの認識に立ち，『身寄り』がない当事者どう

しが支えあい助けあう互助会の設立及び運営を支援する。 
実施時期 通年 
実施場所 主に鹿児島市内 
対象者 150 名 
2 ガイドライン・マニュアルづくりの推進 
『身寄り』問題の解決のためには，支援者及び事業者が『身寄り』

がない人の支援や受け入れについて主体的に取り組む必要がある

との認識に立ち，『身寄り』のない人の支援に関する地域ガイドラ

イン及び組織マニュアルの作成を推進する。 
具体的には，2024 年から伊佐市及びさつま町における地域ガイド

ライン作りに対するアドバイスを行っているところであるが，これ

をさらに拡大していく。 
実施時期 通年 
実施場所 主に鹿児島県内 
対象者 3乃至 5 市町村自治体 
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4 居住支援，

障害福祉，身

寄り問題に関

する普及啓発

事業 

鹿児島，障害福祉，『身寄り』問題に関する市民，支援者，事業者，

行政等の理解を深め，それぞれの課題の解決に資するため，講演等

の普及啓発を行う。 
実施時期 通年 
実施場所 全国 
対象者 1,500 名（50 名×30回を想定） 

 
(2) その他の事業 

事 業 名 事  業  内  容  等 

1 出版事業 書籍等の出版をする。 
実施なし。 

2 物品の販売

事業 
物品等の販売をする。 
実施なし。 

3 福祉に関す

る研究事業 
福祉に関する研究を行う。 
実施なし。 
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① 地域ふくし連帯保証
保証人が確保できないがために住居の確保に困難を抱えて
いる方に対して、地域福祉の担い手と連携し、支援者を置く
ことを前提として、住居の賃貸借契約における保証を提供
する。

引き続き、鹿児島県居住支援協議会の相談窓口を担当し、
居住に関する相談に応じる。

住まいとつながりを
すべての人に。

② 鹿児島県居住支援協議会の相談窓口

令和7年1月22日に設立された居住支援居住支援協議会の
事務局を鹿児島市建設局建築部住宅課と共同で担い、鹿児
島市における居住支援体制・ネットワークの充実・発展に
取り組むとともに、相談窓口を担当する。

③ 鹿児島市居住支援協議会事務局

2025年度 事業計画
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2025年度 事業計画

④ ～シェルターから葬送まで～
　 つながり続けるコミュニティ創生事業

シェルター支援・入居支援・入居中支援・死亡を含む退去
支援まで一貫してつながり続ける居住支援を身寄り問
題の解決も射程としつつ『コミュニティのしごと』とし
て展開する事業。

無料シェルターの運営

シンポジウムの開催

『コミュニティのしごと』による支援

シェルターから葬送まで
つながり続けるコミュニティによる支援

つながり続けるコミュニティによる
地域課題の解決に関する視察

⑤ つながる・つなぐ当事者の力で
　 当事者の孤立を防ぐ居住支援事業

当事者主体のアウトリーチ活動や居場所サロンの運営
などを継続して行う。さらに、それらを実施する当事者
の「つながるスキル」・「つなぐスキル」を向上させるため
に、講座を開催する。
例えば、地域包括支援センター職員や障害者相談支援専
門員の講義を受け、意見交換をしたり、地域の様々な居
場所活動について学んだりするなど。幅広い視点でツナ
ガル活動を充実したものにしていく。

当事者によるアウトリーチ事業

「つながる・つなぐミーティング」実施

「つながる・つなぐスキルアップ講座」の実施

当事者主体による居場所「CoCoDe」の運営

居場所を失った人への
緊急活動応援助成



①サブリース事業の拡張
②居住サポート住宅
③既存住宅の居住サポート住宅化
④不動産特定共同事業
⑤県営住宅の目的外使用

不動産事業の拡大

①南恵会の就労継続支援B型と連携
②やどかりプラス独自のB型
③グループホーム
④不動産特定共同事業
⑤障害福祉と居住支援法人の連携

障害者福祉サービス
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参加型事業への転換

つながるあんしん事業

NPO法人やどかりプラス単体での事業は、
原則としてつながるあんしん事業への参加を前提とする。

住居の提供
単なる

住居の提供
孤独死ゼロ
アクション 住居の提供 金銭管理 入院・入所

支援
死後事務
支援

つながる
あんしん事業
保留型

①なかまどうし支えあい助けあう暮らしを行う
　こと（月1回以上の参加を義務とする）
②参加申込金と月会費を支払うこと
③孤独死ゼロアクションに取り組むこと
④住居の提供、金銭管理、入院・入所支援、死後事
　務支援は、つながるあんしん事業のオプション
　に位置付けられる

◆ つながるあんしん事業への参加

①LINEグループ等を用いた見守りあい
②ICTによる安否確認
③孤訪問や電話による見守り

◆ 孤独死ゼロアクション

①ICTによる安否確認
②1ヶ月に1会の見守り
③福祉へのつなぎを提供する
④半年ごとの定期借家契約とする
⑤別途支援費が必要

◆ つながるあんしん事業保留型



資産の総額の確認に関する件 

 

2025 年 3 月 31 日現在の本法人の資産の総額は，金 11,531,371 円である旨確認する。 

 

〔提案理由〕 

資産の総額については，毎事業年度終了後決算に基づいて総会での確認が必要であるため。 

 



役員名簿

理事長

副理事長

副理事長

理　事

理　事

理　事

理　事

芝田 淳

河原 晶子

鶴田 啓洋

新川 昇一郞

須藤 奈津子

竹中 寛子

西田 鉄心

理　事

理　事

理　事

理　事

監　事

監　事

廣野 拓

三角 悦久

溝延 祐樹

山下 泰彦

有馬 利洋

田中 孝史



役員名簿

理事長

副理事長

副理事長

理　事

理　事

理　事

理　事

芝田 淳

河原 晶子

鶴田 啓洋

新川 昇一郞

須藤 奈津子

竹中 寛子

西田 鉄心

理　事

理　事

理　事

理　事

監　事

監　事

廣野 拓

溝延 祐樹

山下 泰彦

近藤 和敬

有馬 利洋

田中 孝史



利用決定委員

◆ 第1合議体

委員長

委　員

委　員

委　員

江之口 博行

芝田 淳

佐澤 佳史朗

有馬 利洋 

◆ 第2合議体

委員長

委　員

委　員

委　員

上江川 直子

定岡 雅文

溝内 義剛

山下 泰彦

◆ 第3合議体

委員長

委　員

委　員

委　員

福留 弘

鶴田 啓洋

茶屋道 拓哉

森迫 直子

◆ 第4合議体

委員長

委　員

委　員

委　員

林 千代子

竹中 寛子

諏訪 洋一

染河 敏幸

◆ 第5合議体

委員長

委　員

委　員

委　員

堀之内 洋一

　

新川 昇一郎

坂東島 梨香

◆ 第6合議体

委員長

委　員

委　員

委　員

坂口 松平

木下 精子

中窪 ゆたか

西田 鉄心


